
櫛
形
山
脈
は
四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
の
宝
庫
。

大
峰
山
橡
平（
と
ち
だ
い
ら
）桜
樹
林
な
ど
の
桜
、櫛
形
山
の
ブ
ナ
林
、高
山
植
物

な
ど
の
植
生
や
登
山
道
展
望
台
か
ら
の
絶
景
に
恵
ま
れ
、お
花
見
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、

登
山
な
ど
の
山
遊
び
に
最
適
な
エ
リ
ア
で
す
。

胎
内
エ
リ
ア

ブ
ナ
林
や
紅
葉
で
深
呼
吸

村上市

粟島浦村

日本海

岩船港

櫛形山脈

新潟東港

越後
線

磐越西線

磐越自動車道

羽
越
本
線

羽越本線

日
本
海
東
北
自
動
車
道

信
越
本
線

北
陸
自
動
車
道

上
越
新
幹
線

新潟駅

新潟空港

関川村

胎内市

阿賀野市

阿賀町

五泉市

新潟市
49

49

7

7

7

8

290

290

345

460

113

新発田市

▼佐々木三郎盛綱

▼

大峰山展望広場

新
発
田
エ
リ
ア

桜
の
図
書
館
を
散
策

　

越
後
平
野
の
北
東
部
に
位
置
す
る
櫛
形
山
脈

は
、と
も
に
飯
豊
連
峰
を
源
流
と
す
る
、新
発
田

市
を
流
れ
る
加
治
川
と
胎
内
市
を
流
れ
る
胎
内

川
に
両
端
を
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、全
長
わ
ず

か
１３
．５
km
、最
高
峰
は
櫛
形
山
の
標
高
５
６
７
．９

ｍ
、平
均
標
高
が
３
０
０ｍ
に
も
満
た
な
い「
日
本
一

小
さ
な
山
脈
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
展
望
台
か
ら
望
む
飯
豊
連
峰・朝
日
連
峰
の

壮
大
な
景
観
、田
園
風
景
の
広
が
る
越
後
平
野
と

日
本
海
に
浮
か
ぶ
佐
渡
島
は
ま
さ
に
絶
景
で
す
。

　

ま
た
、美
し
い
ブ
ナ
林
や
南
方・北
方
系
が
入
り

混
じ
っ
た
多
様
な
植
生
、絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
貴

重
動
植
物
の
宝
庫
で
あ
り
、多
様
で
豊
か
な
自
然

が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
山・ハ
イ
キ
ン
グ

　

櫛
形
山
脈
の
景
観
を
満
喫
で
き
る
登
山
道
は

尾
根
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、縦
走
コ
ー
ス
は

も
ち
ろ
ん
、自
分
の
体
力
に
合
っ
た
コ
ー
ス
設
定
も

可
能
で
、幅
広
い
年
代
の
方
が
気
軽
に
登
山
を
楽

し
む
山
と
し
て
親
し
ま
れ
、櫛
形
山
脈
縦
走
登
山

や
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す（
裏

表
紙
参
照
）。

お
花
見

　

国
の
天
然
記
念
物
、大
峰
山
橡
平
桜
樹
林
や
桜

公
園
な
ど
の
多
種
多
様
な
桜
は
、4
月
〜
5
月
中

旬
が
見
頃
で
、品
種
に
よ
っ
て
は
12
月
頃
ま
で
観
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

4
月
の
大
峰
山
山
桜
ま
つ
り
も
お
楽
し
み
く

だ
さ
い（
裏
表
紙
参
照
）。   

櫛
形
山
脈
の
自
然
や
景
観

櫛
形
山
脈
の
自
然
体
験

の
章

新
発
田
市
と
胎
内
市
に
は
、多
く
の
名
所・旧
跡
、そ
し
て
魅
力
的
な
歴
史
上
の
人
物
が
語
り

継
が
れ
て
い
ま
す
。櫛
形
山
脈
は
、鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
多
く
の
戦
い
が

起
こ
り
、源
氏
の「
佐
々
木
三
郎
盛
綱
」と
平
氏
の
流
れ
を
く
む「
越
後
城
氏
」・「
板
額

御
前
」が
活
躍
し
た
鎌
倉
時
代
の
歴
史
は
、現
代
の
新
発
田
と
胎
内
の
繁
栄
の
基
礎
を

築
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
「
加
地
荘
」は
、現
在
の
新
発
田
市
域
か
ら
新
潟
市
沼

垂
付
近
ま
で
を
占
め
て
い
た
と
い
わ
れ
る
荘
園
で
、盛
綱
は

領
主
と
し
て
田
畑
を
開
発
し
、こ
の
地
を
治
め
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
に
入
り
、鳥
坂
城
の
戦
い
の
後
は
、子
の
信

実
と
そ
の
子
孫
に
よ
り
加
地
荘
の
開
発
が
進
め
ら
れ
、

新
発
田
の
基
礎
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

盛
綱
の
子
孫
は
、室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け

て
、加
地
氏
、新
発
田
氏
、竹
俣
氏
な
ど
に
分
か
れ
、有

力
な
豪
族
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
に
は
、佐
々
木
一族
は
、上
杉
謙
信
の
配
下

の
武
将
と
し
て
、武
田
氏
と
の
川
中
島
の
戦
い
な
ど
で
活

躍
し
ま
す
。謙
信
の
没
後
、後
継
者
の
上
杉
景
勝
と
加
地

氏
や
新
発
田
氏
が
対
立
。７
年
間
に
わ
た
る
抗
争
を
経

て
、加
治
城
な
ど
が
落
城
し
ま
し
た
。１
５
８
７
年
、最

後
に
残
っ
た
新
発
田
重
家
の
居
城
も
落
城
し
、新
発
田

氏
は
滅
亡
し
ま
す
。一方
、景
勝
方
に
残
っ
た
竹
俣
氏
は
、

上
杉
氏
に
従
って
、会
津
、米
沢
へ
と
移
って
い
き
ま
し
た
。

　

１
５
９
８
年
、豊
臣
秀
吉
に
命
じ
ら
れ
、加
賀
大
聖

寺
か
ら
溝
口
秀
勝
が
入
封
し
、初
代
新
発
田
藩
主
と

な
り
ま
す
。新
発
田
重
家
の
居
城
跡
に
は
、現
在
の
新

発
田
城
が
建
て
ら
れ
、約
２
７
０
年
に
わ
た
っ
て
、溝
口

氏
に
統
治
さ
れ
ま
し
た
。

　

盛
綱
を
源
流
と
す
る
佐
々
木
一族
は
、平
安
時
代
末

期
か
ら
戦
国
時
代
末
期
に
か
け
て
、現
在
の
新
発
田

市
域
を
統
治
し
ま
し
た
。新
発
田
の
繁
栄
は
、佐
々
木

盛
綱
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
って
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

加
地
荘
領
主 

盛
綱

　

盛
綱
は
、鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
の
信
頼
が
特

に
厚
い
側
近
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。佐
々
木
氏
は
も
と

も
と
、源
氏
の
流
れ
を
く
み
、近
江
国
佐
々
木
荘（
現
在

の
滋
賀
県
）を
治
め
て
い
ま
し
た
。１
１
７
７
年
か
ら
１

１
８
５
年
に
か
け
て
日
本
全
国
で
起
こっ
た
源
氏
と
平

氏
の
戦
い「
源
平
合
戦
」で
は
、盛
綱
を
は
じ
め
と
す
る

佐
々
木
氏
が
活
躍
。そ
の
記
録
は
、鎌
倉
時
代
の
歴
史

書「
吾
妻
鏡
」に
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

源
平
合
戦
な
ど
の
功
績
に
よ
り
、盛
綱
は
、備
前
国

児
島（
現
在
の
岡
山
県
岡
山
市・倉
敷
市
付
近
）、上
野

国
磯
部
郷（
現
在
の
群
馬
県
安
中
市
）、越
後
国
加
地

荘
な
ど
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。｠

源
氏
の
武
将

佐
々
木
三
郎
盛
綱

盛
綱
の
子
孫
と

新
発
田
の
繁
栄

　

今
か
ら
約
８
0
０
年
前
に
胎
内
市
で
活
躍
し
た
勇

婦「
板
額
御
前
」は
鎌
倉
時
代
初
期
の
越
後
の
豪
族

「
城
資
盛
」の
姨
母
と
い
わ
れ
、弓
の
名
手
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
鳥
坂
城
の
戦
い
」で
攻
め
入
る
敵
に
矢
を
浴
び

せ
、そ
の
百
発
百
中
の
強
弓
が
敵
を
驚
嘆
さ
せ
た
様

子
な
ど
が
、鎌
倉
幕
府
の
正
史
で
あ
る「
吾
妻
鏡
」に

登
場
し
ま
す
。女
性
の
、そ
れ
も
敵
方
の
武
将
が
記
録

さ
れ
る
事
は
非
常
に
珍
し
く
、そ
れ
だ
け
彼
女
の
活
躍

が
鎌
倉
武
士
達
の

心
に
強
い
印
象
を
与

え
た
と
い
え
ま
す
。

　

容
姿
端
麗
で
、

静
御
前
、巴
御
前

と
と
も
に
日
本
の
三

大
御
前
の一
人
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

弓
の
名
手
　
板
額
御
前

　

平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
ま
で
越
後

国
に
栄
え
た
豪
族
で
す
。桓
武
平
氏
の
流
れ
を
く

み
、武
勇
の
名
を
天
下
に
と
ど
ろ
か
せ
た
余
五
将
軍

平
維
茂（
よ
ご
し
ょ
う
ぐ
ん
た
い
ら
の
こ
れ
も
ち
）の

子
、繁
成
が
出
羽（
秋
田
県
）城
介（
朝
廷
よ
り
与

え
ら
れ
た
官
職
名
）だ
っ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
の
ち
城

氏
を
名
乗
り
ま
し
た
。

　

城
氏
の
治
め
た
奥
山
荘
は
、現
在
の
胎
内
市
の

大
部
分
と
、そ
の
周
辺
地
域
を
含
む
広
大
な
荘
園

で「
吾
妻
鏡（
あ
づ
ま
か
が
み
）」文
治
２
年（
１
１

８
６
）３
月
１２
日
の
条
に
の
る
年
貢
未
納
荘
園
の
注

進
状（
ち
ゅ
う
し
ん
じ
ょ
う
）に「
殿
下
御
領
奥
山

荘
」と
あ
り
、摂
関
家
領（
せ
っ
か
ん
け
り
ょ
う
）で

し
た
。こ
の
荘
園
の
開
発
領
主
と
考
え
ら
れ
て
い
る

城
氏
が
鳥
坂
城
の
戦
い
で
滅
亡
し
た
鎌
倉
時
代
以

降
は
、三
浦
和
田
一
族（
後
の
中
条
氏
、黒
川
氏
、関

澤
氏
）が
地
頭
と
し
て
治
め
ま
し
た
。

越
後
城
氏

Chapter  of  The  land

の
章

　胎内市に位置する櫛形山山頂一帯には新潟県ブナ林100選に
選ばれた見事なブナ林が広がり、心地よい爽快感を味わうことが
できます。
　このブナ林を抜けた山頂からは壮大な飯豊連峰・朝日連峰など
の山岳景観を臨むことができます。

　昭和9年に国の天然記念物に指定された大峰山橡平桜樹林はオオヤ
マザクラ、オクチョウジザクラをはじめ、自然交配によって生まれた中間
雑種もあり、種類は４０種以上、４月～５月中旬の見頃には約１０００本も
の桜が山腹を包み、雪模様の花景色になります。
　特に大峰山登山道の一本松展望台からの眺めは圧巻です。

　鳥坂城の戦いの伝説が残る樽 橋、道の駅「胎内」
の芝生広場から胎内川を囲む山々の紅葉は絶景で
す。真っ赤な樽ケ橋も紅葉に溶け込み、撮影スポットと
してもおススメです。

櫛
形
山
ブ
ナ
林

　大峰山橡平桜樹林と金山城遺跡に隣接する「桜公園」
には世界の桜109品種、約３００本が植栽されています。
　公園を囲む遊歩道も整備されており、緑色の花をつける
御衣黄など珍しい品種の他、４月と１０月に花をつける十
月桜など、四季を通じて観桜できます。

桜
公
園

　数多くの高山植物を楽しめるのが櫛形山脈の
魅力の一つ。　
　４月上旬から下旬まで、カタクリやオオバキスミ
レ、エンレイソウ、ヒトリシズカなど多くの高山植物
に出会うことができ、特に大峰山山頂付近の登山
道を彩るカタクリの群生は必見です。

橡
平
桜
樹
林（
国
天
然
記
念
物
）

櫛
形
全
エ
リ
ア

高
山
植
物

Chapter  of  The  history

【鳥坂城の戦い】
　1201年4月、平氏の流れをくむ城資盛軍と盛綱を総大将とする幕府軍との戦い。
この戦いで、城資盛の姨母・板額御前が鳥坂城の櫓の上から射た弓は百発百中といわれていま
す。幕府軍の藤沢四郎清親が板額の太腿を弓で射ぬき、鳥坂城は落城し、平安後期以来の越後
最大の豪族武士団、越後城氏は歴史から姿を消しました。

▼

五十嵐 力氏 画

樽
ケ
橋
の
紅
葉

【
吾
妻
鏡
に
記
さ
れ
た
板
額
御
前
】

鎌
倉
幕
府
の
正
史
で
あ
る「
吾
妻
鏡
」

で
は「
女
性
の
身
た
り
と
雖（
い
え
ど
）

も
、百
発
百
中
の
芸
殆
ど
父
兄
に
超
ゆ

る
な
り
。人
挙
て
奇
特
を
謂
う
。こ
の

合
戦
の
日
殊（
こ
と
）に
兵
略
を
施
す
。

童
形（
ど
う
ぎ
ょ
う
）の
如
く
上
髪

（
じ
ょ
う
は
つ
）せ
し
め
腹
巻
を
着
し
矢

倉（
や
ぐ
ら
）の
上
に
居
て
、襲
い
到
る

の
輩（
や
か
ら
）を
射
る
。中（
あ
）た
る

者
死
な
ず
と
云
う
こ
と
莫（
な
）し
。」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

Chapter  of  The  history

新
発
田
市
編

胎
内
市
編
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